
題材：「篤姫の小物入れ」 評価規準と支援 

【関】：関心・意欲・態度 【発】：発想や構想の能力 【技】：創造的な技能 【鑑】：鑑賞の能力 

 

評価基準及び評価後の支援（⇒） 
時

配 
主な学習活動 

学習活動における具体的
な評価基準（評価資料） 

Ａ(十分に満足) Ｂ(おおむね満足) Ｃ(努力を要する) 

作 者 の 思 い を 知

る。 

 

【関】【鑑】 

☆ワークシート 

・作者の思いを自分なり

にイメージして，タイトル

や感想を書くことができ

る。 

(ワーク・活動の様子) 

作者の思いを自分なり

にイメージして，タイト

ルや感想を様々な考え

や自分なりの想像を膨

らませ書くことができ

る。 

 

⇒活動を賞賛し，やる

気をもたせる。 

作者の思いを自分なり

にイメージしてタイトル

や感想を書くことができ

る。 

 

 

 

⇒人物の表情や色づ

か い な ど に 着 目 さ せ

る。 

自分なりのタイトルを書

いている。または感想

を書いている。 

 

 

 

 

⇒感想がなかなか書け

ない生徒には，絵の構

図や色，形などから受

ける印象を聞き，支援

を行う。 

 

【鑑】 

・ジャンルの区別につい

て理解でき，それぞれの

表現形態や様式のよさに

ついて理解することがで

きる。 

(ワーク・活動の様子) 

ジャンルの区別とそれ

ぞれの作品の表現形

態及び様式のよさにつ

いて理解でき，自分の

言葉で表現できる。 

 

⇒活動を賞賛し，やる

気をもたせる。 

ジャンルの区別につい

て理解でき，それぞれ

の表現形態や様式の

よさについて理解する

ことができる。 

 

⇒よさをどのような言

葉に置き換えるかとい

うことを考えさせ，自分

なりの表現ができるよ

う支援する。 

ジャンルについて理解

しようとしている。 

 

 

 

 

⇒ジャンルや装飾，工

芸作品について理解で

きていない生徒につい

ては，素材の違いや作

品の制作過程の違い

について考えることを

促す。 

１ 

美術の中の工芸

について知る。 

【鑑】 

・装飾による表現のよさ

や，工芸作品のよさを理

解することができる。 

(ワーク・活動の様子) 

装飾による表現や工芸

作品のよさを十分に理

解し，自分の言葉で表

現できる。 

 

⇒活動を賞賛し，やる

気をもたせる。 

装飾による表現のよさ

や，工芸作品のよさを

理解することができる。 

 

 

⇒よさをどのような言

葉に置き換えるかとい

うことを考えさせ，自分

なりの表現ができるよ

う支援する。 

装飾や工芸作品につ

いて理解しようとしてい

る。 

 

 

⇒装飾や工芸作品の

よさが気付くことができ

ない生徒には，生徒の

身近にある工芸作品を

挙げ，日常生活のなか

に工芸作品があること

のよさに気付かせる。 



制作手順を知る。 【技】 

・日程を含めた全体的な

制作手順と，それぞれの

作業段階で使用する道具

等を理解できる。 

(ワーク・活動の様子) 

全体的な日程及び制

作手順について理解で

き，それぞれの作業段

階で使用する道具と使

い方等を理解できる。 

 

⇒活動を賞賛し，さらに

細かい見通しと作業に

ついて考えることを勧

める。 

日程を含めた全体的な

制作手順と，それぞれ

の作業段階で使用する

道具等を理解すること

ができる。 

 

⇒作業にかかる時間を

想像させ，見通しと作

業について考えること

を支援する。 

それぞれの作業手順を

理解しようと努力してい

る。 

 

 

 

⇒なぜこのような制作

手順を踏まえなければ

ならないのか，という理

由を丁寧に説明し，理

解を促す。 

【発】 

・テーマ設定について理

解することができる。 

(ワーク・活動の様子) 

テーマ設定について理

解でき，自分なりに設

定されたテーマについ

て具体的に考えること

ができる。 

 

⇒活動を賞賛し，テー

マから想像する思いが

明確なものとするには

どのような工夫をすれ

ばよいか考えさせる。 

テーマ設定をする理由

を理解することができ

る。 

 

 

 

⇒テーマを設定する意

味を確認し，どのように

テーマについて考えれ

ば発想のヒントとなる

のか順序立てて考えさ

せる。 

テーマ設定を理解しよ

うと努力している。 

 

 

 

 

⇒テーマをもって自分

が作りたいものを作る

ことの大切さを，様々な

名画のエピソードを交

えて紹介し，理解を促

す。 

テーマについて学

習する。 

【発】 

・自分なりに篤姫のことに

ついて項目ごとに調べる

ことができる。 

(ワーク・活動の様子) 

 

自分なりに様々なソー

スを活用し，篤姫のこと

について詳細に調べて

くることができる。 

 

⇒活動を賞賛し，調べ

てきて感じた感想を自

分なりに表現させる。 

自分なりに篤姫のこと

について項目ごとに調

べることができる。 

 

 

⇒調べてきた内容で，

補ったほうがよい内容

については項目毎に指

摘し，グループ内で教

え合うように支援する。 

篤姫について調べよう

と努力している。 

 

 

 

⇒調べ方のヒントや参

考資料について紹介す

る。 

【発】 

・「篤姫」のことについて

自分なりに調べることが

できる。 

(ワーク・活動の様子) 

 

調べてきたことを基に，

自分なりの人物像をし

っかりとイメージでき

る。 

 

⇒活動を賞賛し，調べ

てきて感じた感想を自

分なりに表現させる。 

調べてきたことを基に

自分なりの人物像をイ

メージできる。 

 

 

⇒項目毎に調べてきた

内容を考えさせ，更に

詳しい人物像をイメー

ジさせる。 

人物像をイメージしよう

と努力している。 

 

 

 

⇒思うように調べること

ができなかった生徒に

は，グループの生徒が

調べてきた内容から自

分なりのイメージをつ

かむことを促す。 

２ 

「篤姫」について知

る。 

・調べてきたことを基に自

分なりの人物像をイメー

ジし，アイデアスケッチで

表現したり言葉で表現し

たりすることができる。 

(ワーク・活動の様子) 

 

イメージした人物像を

基 に 文 章 で 表 現 し た

り，アイデアスケッチを

描いたりすることがで

き，具体的に「篤姫の

小箱」をイメージでき

る。 

 

⇒活動を賞賛し，自分

なりの人物像から思い

浮かぶ形やイメージを

深化させる。 

イメージした人物像を

アイデアスケッチで表

現したり，言葉や箇条

書きで表現したりする

ことができる。 

 

 

 

⇒調べてきた内容と，

自分なりの人物像から

思い浮かぶイメージを 

イメージした人物像を

アイデアスケッチや言

葉で表現しようと努力し

ている。 

 

 

 

 

⇒イメージがなかなか

つかめない生徒には，

その人物の生きた時代

背景や，行ったことなど



を１つ１つ想像させ，自

由に人物像を思い描く

ことを促す。 

いろいろな彫り方

について知る。 

【技】 

作りたいと考えている形

(立体)を彫るにはどのよう

な彫り方をすればよいか

理解することができる。 

(ワーク・活動の様子) 

 

作りたい形を彫るため

の方法を理解し，これ

を組み合わせて彫る方

法を考えることができ

る。 

 

⇒活動を賞賛し，それ

ぞれの彫り方でどのよ

うに彫刻刀を動かせば

きれいに彫れるかを考

えさせる。 

作りたい形(立体)を彫

るにはどのような彫り

方をすれば良いか理解

することができる。 

 

 

⇒組み合わせで，更に

いろいろな彫り方がで

きることを指導し，深化

を促す。 

彫り方の名前を知ろう

と努力している。 

 

 

 

 

⇒彫り方によって形や

手順が異なることを見

本を見せながら理解さ

せる。 

アイデアスケッチ

を描く。 

【発】 

技法を考慮しつつアイデ

アスケッチを考えることが

できる。 

(ワーク・活動の様子) 

 

彫り方の学習で知り得

た技法を基に，自分の

アイデアスケッチをより

良いものにできる。 

 

⇒活動を賞賛し，更に

より良いアイデアスケッ

チしていくように促す。 

技法を考慮しつつアイ

デアスケッチを考えるこ

とができる。 

 

 

⇒技法について，分か

らないところはないか

確認し，技法を生かし

ながらアイデアスケッチ

がよりよいものになるよ

うに促す。 

自分なりのアイデアス

ケッチを描こうと努力し

ている。 

 

 

⇒言葉でのイメージか

らアイデアスケッチへ

の移行が難しいと感じ

ている生徒には，単純

な形を並べたり，組み

合わせたりと例を示し，

じっくり取り組むよう促

す。 

【鑑】 

友達のアイデアスケッチ

を鑑賞する。 

(ワーク・活動の様子) 

 

友達のアイデアスケッ

チに対して，自分なり

の意見を持ち，どのよ

うにすればより良いデ

ザインになるか提案で

きる。 

 

⇒活動を賞賛し，自分

の考えや意見をいろい

ろな言葉で分かりやす

く伝えるにはどのように

すれば良いか考えるこ

とを促す。 

友達のアイデアスケッ

チに対して自分なりの

意見を持つことができ

る。 

 

 

 

⇒自分の考えや意見を

いろいろな言葉で分か

りやすく伝えるにはど

のようにすれば良いか

考えることを促す。 

友達のアイデアスケッ

チに対して感想を持と

うと努力している。 

 

 

 

 

⇒友達のアイデアスケ

ッチに対して，なかなか

自分の意見を言えない

生徒には，よいと思っ

た点や小さな疑問でも

よいので箇条書きにし

て発表することなどを

勧める。 

アイデアスケッチ

を鑑賞しあう。 

【発】 

グループで鑑賞・批評し

合い，アイデアスケッチを

見直す。 

(ワーク・活動の様子) 

 

自分のアイデアスケッ

チに対しての意見につ

いて，積極的に受け入

れ，より良いアイデアス

ケッチを描くことができ

る。 

 

 

⇒活動を賞賛し，更に

良いアイデアスケッチ

にするための工夫を促

す。 

自分のアイデアスケッ

チに対しての意見につ

いて，よいと思った意

見や参考になる意見を

基に，よりよいアイデア

スケッチを作ろうとす

る。 

 

⇒友達の意見の内容

をじっくりと考えさせ，

他に取り入れたほうが

よいところはないか，検

討することを促す。 

自分のアイデアスケッ

チに対する意見につい

て参考にしようと努力し

ている。 

 

 

 

 

⇒自分のアイデアスケ

ッチへの友達の意見に

対して，うまく取り入れ

られない生徒には，そ

の理由を聞く。そして

「思いが伝わるデザイ

ン」 を考 える こ と を促

す。 

３ 

正投影図について 【技】 平面図から立体をイメ 立体を平面に描き表す 正投影図について，そ



知る。 平面図から立体を，また

立体から平面図をイメー

ジする方法を理解するこ

とができる。 

(ワーク・活動の様子) 

 

ージでき，また立体か

ら平面図を正投影図を

用いて描くことについて

理解できる。 

 

 

 

 

⇒活動を賞賛し，複雑

な図形の描き表し方や

他の投影図についても

調べることを促す。 

方法や，その１つの方

法である正投影図につ

いて理解することがで

きる。 

 

 

 

 

⇒イメージしにくい部分

がどこかということをは

っきりさせ，個別に指導

する。慣れてきたら少し

難しい図形を使って描

き表すことに挑戦する

ように促す。 

の考え方を理解しよう

と努力している。 

 

 

 

 

 

 

⇒正投影図の意味が

難しいと感じている生

徒には，実際に箱を目

の前に見せて面を分け

て説明する。 

 

⇒平面図から立体をイ

メージすることが難しい

と 感 じ て い る 生 徒 に

は，平面図の角にあた

る部分から面に対し垂

直に線を延ばし，別の

平面図から伸ばした垂

線と重なるところが立

体の角となることを伝

え，面をイメージする足

がかりとさせる。 

装飾デザインの平

面図を描く。 

【技】 

自分のアイデアスケッチ

を基に装飾デザインの平

面図を描くことができる。 

(ワーク・平面図・活動の

様子) 

 

技法を理解した上で自

分が考えているデザイ

ンを平面図と断面図に

描くことができる。 

 

⇒活動を賞賛し，より

見やすい図面にするた

めの工夫をするように

促す。 

技法を理解した上で自

分が考えているデザイ

ンを平面図に描くこと

ができる。 

 

⇒平面図と断面図がズ

レていないか確認する

ように促す。 

自分が考えているデザ

インを平面図に描こうと

努力している。 

 

 

⇒描いている平面図

が，立体として制作で

きない状態の生徒に

は，１つずつ構造を捉

えながら考えることを促

す。 

トレースする。 【技】 

平面図に描いたデザイン

を小箱にトレースすること

ができる。 

(ワーク・平面図・小箱・活

動の様子) 

 

平面図に描いたデザイ

ンを小箱にレイアウトに

配慮しながらトレースす

ることができる。 

 

⇒活動を賞賛し，アイ

デアスケッチとのズレ

がないか丁寧に確認す

ることを促す。 

平面図に描いたデザイ

ンを小箱に丁寧にトレ

ースすることができる。 

 

 

⇒彫る場所の範囲内

にきちんとトレースでき

たか確認させ，修正し

なければならないとこ

ろは修正するように促

す。 

平面図に描いたデザイ

ンを小箱にトレースしよ

うと努力している。 

 

 

⇒トレースする際の注

意点を理解させ，丁寧

に 作 業 す る こ と を 促

す。 

４ 

制作(彫る) 【技】 

トレースされたデザイン

を，いろいろな彫り方で彫

ることができる。 

(ワーク・平面図・小箱・活

動の様子) 

 

木目の方向や作業手

順を考えながら，トレー

スされたデザインを，い

ろいろな彫り方で丁寧

に彫ることができる。 

 

⇒活動を賞賛し，全体

的にバランス良く彫れ

ているか確認させる。 

木目の方向を考えなが

ら，トレースされたデザ

インを，いろいろな彫り

方で彫ることができる。 

 

 

⇒作業手順を確認し，

丁寧に作業するように

促す。 

トレースされたデザイン

をいろいろな彫り方で

彫ろうと努力している。

 

 

 

⇒彫る順番や彫り方に

ついて，作業手順や技

法について復習してか

ら作業に取りかかるよ

うに促す。 

５ 制作(仕上げる) 【技】 最適な大きさや形の木 木片を当て木として使 紙ヤスリで研磨するこ



当て木を使って紙ヤスリ

で表面を仕上げることが

できる。 

(ワーク・小箱・活動の様

子) 

 

片を当て木として使い

ながら，適した番数の

紙ヤスリで，木目の方

向に注意しながら表面

を研磨することができ

る。 

 

⇒活動を賞賛し，より

丁寧な仕上げができる

ように，当て木の大きさ

や形を工夫することを

促す。 

いながら，紙ヤスリで

表面を研磨することが

できる。 

 

 

 

 

⇒より美しい仕上げを

するにはどうすれば良

いか考えさせ，当て木

や番数を工夫するよう

に促す。 

とができる。 

 

 

 

 

 

 

⇒仕上げの意味と大切

さを理解させ，当て木

を使った研磨をするよ

うに促す。 

６ 制作(塗装する) 【技】 

適した塗料で塗装するこ

とができる。 

(ワーク・小箱・活動の様

子) 

 

塗料と塗り方について

理解でき，イメージする

箱に適した塗料と塗り

方で丁寧に塗装するこ

とができる。 

 

⇒活動を賞賛し，重ね

塗りなど，より美しく強

固な塗装にするように

促す。 

塗料と塗り方について

理解でき，イメージする

箱に適した塗料で塗装

することができる。 

 

 

⇒適した塗料・塗装方

法 か ど う か を 検 討 さ

せ，よりよい塗装をする

ことを促す。 

塗料と塗り方について

理解しようと努力し，塗

装することができる。 

 

 

 

⇒塗装の大切さを理解

させ，塗料や塗り方に

ついて調べるように促

す。 

７ 鑑賞する(相互鑑

賞) 

【鑑】 

お互いの作品を鑑賞し，

相互批評する。 

(ワーク・小箱・活動の様

子) 

 

自分の作品のよさや友

達の作品のよさを見付

け，言葉で的確に表現

することができる。 

 

⇒活動を賞賛し，見付

けたよさについて，自

分なりの解釈を考える

ように促す。 

自分の作品のよさを見

付け，友達の作品のよ

さを見付けることができ

る。 

 

⇒どのような言葉で表

現すれば，自分が感じ

たよさを伝えることがで

きるか支援する。 

自分の作品のよさや，

友達の作品のよさを見

付けようと努力してい

る。 

 

⇒デザインや彫り方，

仕上げの方法や塗装

などの作業項目に分け

て考えさせ，作品を見

るように促す。 

 


